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Abstract 

 

東・東南アジア地域に分布するカルデラの形状を GIS データとして取りまとめた．ここで

は，トバ，白頭山，タンボラ, リンジャニ・サマラス，タール，阿蘇，姶良，鬼界，阿多，

洞爺，支笏，阿寒，屈斜路，クラカタウ，バツール，ピナツボ，ラバウル，ロングアイラン

ド，ダカタウア，ウィトリ，ビリーミッチェル，ウルルン，十和田，濁川，摩周，萌消の 26

のカルデラについて取りまとめている． 

 

The shape of calderas in East and Southeast Asia are compiled and GIS data are provided. They are 
26 caldera data obtained from volcanoes such as Toba, Changbaishan, Tambora, Rinjani-Samalas, 
Taal, Aso, Aira, Kikai, Ata, Toya, Shikotu, Akan, Kutcharo, Krakatau, Batur, Pinatubo, Rabaul, Long 
Island, Dakataua, Wiroti, Billy Michel, Ulleung, Towada, Nigorikawa, Mashu and Moekeshi.    
 

 

1． はじめに 

 

カルデラ形成を伴う巨大・大規模噴火では，数〜100 km3 以上の火砕物が一気に地表に噴出し，

火砕流や降下テフラとなって広範囲に広がり，噴出源から数 10〜1000 km 以上離れた地域に影響

を与えることが多い．こうした巨大・大規模噴火をもたらすカルデラの位置や形状は，今後の大規

模カルデラ噴火の影響範囲を予測する上でも重要である．産総研地質調査総合センターでは，

2016 年に東・東南アジア地域の大規模な地震，火山噴火による分布域などを取りまとめ，1000 万

分の 1 東アジア地域地震火山災害情報図として出版した (Takarada et al., 2016). その中では，

VEI (火山爆発指数; Newhall and Self, 1982) 6 以上 (10 km3 以上) の 16 のカルデラの位置を示し

た．そこでは 1000 万分の 1 の小縮尺であることから，トバ以外のカルデラの形状は円で示してい

た．本研究資料集では，東・東南アジア地域において，スミソニアンの Volcanoes of the world 第 3

版 (Siebert et al., 2010) に示されている完新世及び更新世の巨大・大規模火山噴火の内，120 ka

以降の VEI7 以上の噴火，及び 15.5 ka 以降の VEI6 の噴火で形成された 26 のカルデラを取り上
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げた (表 1)．ここでは，トバ (VEI=8)，白頭山，タンボラ，リンジャニ・サマラス，タール，阿

蘇，姶良，鬼界，阿多，洞爺，支笏，阿寒，屈斜路 (VEI=7)，クラカタウ，バツール，ピナ

ツボ，ラバウル，ロングアイランド，ダカタウア，ウィトリ，ビリーミッチェル，ウルルン，

十和田，濁川，摩周，萌消 (VEI=6) のカルデラを対象に，地形的なカルデラ縁の形状をトレー

スし，GIS データを作成した．ただし，Volcanoes of the world 第 3 版には含まれていないが，その

後の研究により噴火や降下テフラの分布の詳細が明らかとなった，リンジャニ-サマラス 1257 年噴

火 (Vidal et al., 2015, 2016; Lavigne et al., 2013) を，ここでは新たに追加している．東・東南アジ

ア地域には，他にもカルデラ地形が認められるが，噴火年代や噴出量の体積，火砕流の分布など

の詳しい地質調査が進んでいるカルデラがあまりないのが現状である．GIS データは，カルデラの

分布・形状の表示等に利用して頂ければ幸いである．各火山の位置を，図 1, 2, 3 に示す．なお，

本データは，2019 年 7 月下旬より，G-EVER アジア太平洋地域地震火山ハザード情報システム

（http://ccop-geoinfo.org/G-EVER/）上で閲覧・ダウンロードが可能になる予定である． 

 
表 1. 東・東南アジア地域の 120 ka 以降の VEI7 以上の噴火，及び 15.5ka 以降の VEI6 の噴火で形成されたカル

デラのリスト (Siebert et al., 2010 に基づく). ○: 本研究資料集で取り上げた噴火．VEI は最新知見に基づき修正

されている． 

Table 1. List of calderas formed due to VEI7 to 8 eruptions after 120 ka and VEI6 eruptions after 15.5 ka in East 

and Southeast Asia (after Siebert et al., 2010). Open circle: described in this open-file report. VEI is updated based 

on the latest information. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 手法 

 

東・東南アジア地域の 120 ka 以降の VEI7 以上の噴火，及び 15.5 ka 以降の VEI6 の噴火で形

成された 26 のカルデラについて，文献調査を行い，カルデラ縁の形状を GIS データとしてとりまと

めた．基本的には文献や地質図に掲載されているカルデラ縁をトレースしている．作業に当たって

は，これらを参照しつつ，ArcGIS のベースマップの地形陰影を使い，地形的なカルデラ縁をトレー

スした．解像度は，文献や地質図の解像度によるため，多くの場合，1000 万分の 1〜10 万分の 1

程度の精度である．それ以上の精度での検討には，別途他の詳細な図をご利用いただきたい．カ

ルデラの一部が侵食などで失われている場合は，その部分は表現していない． 



 3 

年代値は，文献情報に基づき，可能な限り最新の値とその根拠を示した．複数の年代値がある

場合は，それらのいくつかを示し，妥当な代表値を示した．歴史時代の噴火は西暦で，それ以外

の噴火は ka で示した．暦年較正による年代値が文献で示されている場合は，”cal ka”等で表記し

た．また，歴史時代の噴火で，具体的な噴火年が特定されていない場合は，範囲を示した．体積

は，見かけの体積 (km3) を示した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1. カルデラ縁を示した各火山の位置図 (日本周辺地域)．赤いラインはカルデラ縁の概形を示す（以下同様）．

地形図は ESRI 社の ArcGIS のベースマップを利用（以下同様）． 

Fig. 1. Distribution of volcanoes in this report (Japan and surroundings area). Red line indicates the location of 

caldera rim (same on the following figures). Base map provided by the ESRI ArcGIS software is used (same on the 

following figures).  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2. カルデラ縁を示した各火山の位置図 (フィリピン，インドネシア周辺地域)． 

Fig. 2. Distribution of volcanoes in this report (Indonesia and Philippines area). 
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図 3. カルデラ縁を示した各火山の位置図 (パプアニューギニア周辺地域)． 

Fig. 3. Distribution of volcanoes in this report (Papua New Guinea area). 

 

 

3． 各カルデラの概要 

 

3-1. トバ (VEI=8) 

インドネシアスマトラ島のトバ火山では，約 74 ka に Youngest Toba Tuff (YTT) 火砕流，約 0.50 

Ma に Middle Toba Tuff (MTT) 火砕流，約 0.84 Ma に Oldest Toba Tuff (OTT) が発生し，これら

の大規模噴火により 100 km × 35 km のカルデラが形成されている （Knight et al., 1986; 

Chesner and Rose, 1991; Acharyya and Basu, 1993; Mark et al., 2017; Storey et al., 2012）．火砕

流堆積物は，カルデラ周辺に広く分布している （Aldiss et al., 1983; Clark et al., 1982; Cameron 

et al., 1981, 1982; Aspden et al., 1982）. 約 74 ka の大規模噴火による降下テフラは北西方向に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. トバカルデラ縁の形状 

Fig. 4. Shape of the Toba caldera rim. 
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広がり，スマトラ島北西部，ベンガル湾，インド洋北部，インド大陸周辺部に広く分布している

（Acharyya and Basu, 1993; Ninkovich et al., 1978）．YTT の総噴出量は，2,800 km3 (VEI=8），

MTT の総噴出量は，約 60 km3 (VEI=6), OTT の総噴出量は，約 500 km3 (VEI=7) と見積もられて

いる （Rose and Chesner, 1987; Chesner and Rose, 1991; Knight et al., 1986）．トバカルデラ縁の

形状は，Chesner and Rose (1991)やインドネシアの 25 万分の１地質図 （Aldiss et al., 1983; Clark 

et al., 1982; Cameron et al., 1981, 1982; Aspden et al., 1982） を参照し，ArcGIS 上のベースマッ

プ地形図上で編集し作成した（図 4）． 

 

3-2. 白頭山 (VEI=7) 

中国，北朝鮮国境の白頭山 （Changbaishan, Baitoushan, Baegdu, Taichi） 火山では，西暦 946

年（Oppenheimer et al., 2017）の噴火で火砕流が発生し，8.5 km × 7.5 km のカルデラが山頂部

に形成されている (Machida et al.，1990; Horn and Schminke, 2000; Wei et al., 2013; 宮本ほか, 

2004)．カルデラ形成時の火砕流堆積物は，火山体周辺に分布している．この噴火による降下テフ

ラは，白頭山-苫小牧テフラ （B-Tm） として，東方に広がり，北日本地域や日本海周辺域に広く

分布している (町田ほか，1990; 町田・新井, 2003)．噴出量は，約 100 km3 （VEI=7; Wei et al, 

2013; Horn and Schminke, 2000） と見積もられている．白頭山の地形的なカルデラ縁の形状は，

Wei et al. (2013) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 5）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5．白頭山カルデラ縁の形状 

Fig. 5. Shape of the Changbaishan caldera rim. 

 

3-3. タンボラ (VEI=7) 

インドネシアスンバワ島のタンボラ火山では，西暦 1815 年の噴火で火砕流が発生し，7.4 km × 

6.8 km のカルデラが形成されている （Self et al., 1984; Sigurdsson and Carey, 1989）．この噴火に

よる火砕流堆積物は，山体周辺に広く分布している．噴火に伴う降下テフラは，西方，北方，東方

に広く分布している（Self et al., 1984; Sigurdsson and Carey, 1989）. この噴火の噴出量は約 110 

km3 と見積もられている （VEI=7; Self et al., 2004; Kandlbauer and Sparks, 2014）．地形的なタンボ
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ラカルデラ縁の形状は，Sigurdsson and Carey (1989) と Self et al. (1984) を参照し，ArcGIS 上の

ベースマップ地形図上で編集し作成した（図 6）． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6．タンボラカルデラ縁 

Fig. 6. Shape of the Tambora caldera rim. 

 

3-4．リンジャニ・サマラス (VEI=7) 

インドネシアロンボク島のリンジャニ・サマラス火山では，西暦 1257 年の噴火で火砕流が発生し，

山頂部に, 8.5 km × 5.0 km のカルデラが形成されている．火砕流は火山体周辺に分布し，噴火

に伴う降下テフラが西方に広く分布している （Vidal et al., 2015, 2016; Lavigne et al., 2013; 

Métrich et al., 2017; Hiden et al., 2017; Mutaquin et al., 2019）. この噴火による地球規模の気温

低下により，大勢の犠牲者がでている (Guillet et al., 2017; Stoffel et al., 2015; Gennaretti et al., 

2014)．この噴火の噴出量は，約 100 km3 (40 km3 DRE) 以上と見積もられている （VEI=7; Lavigne 

et al., 2013）．アイスコアの対比や 14C 年代値により，噴火年代は，西暦 1257 年とされている 

(Oppenheimer, 2003; Lavigne et al., 2013). 地形的なリンジャニ・サマラスカルデラ縁の形状は，

Vidal et al. (2015), Lavigne et al. (2013) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作

成した（図 7）． 

 

3-5．タール (VEI=7) 

フィリピンルソン島のタール火山では，約 27,000 年前と約 5,400 年前 (5,380±170 yBP) に火

砕流が発生し，現在では 31 km × 28 km のカルデラが形成されている （Torres et al., 1995）．火

砕流堆積物はカルデラ周辺に分布している．西暦 1572 年以降 33 回の噴火が記録されており，

1754 年の噴火が比較的規模の大きい噴火であった（Torres et al., 1995）．1965-1977 年の噴火で

は，マグマ水蒸気噴火により，ベースサージが発生している （Moore, 1967; Waters and Fisher, 

1971）．タールカルデラでは，GPS 観測，電磁気探査など多くの探査が行われている （Lowry et al., 
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2001; Bartel et al., 2002; Galgana et al., 2014; Zlotnicki et al., 2009; You et al., 2013）. 地形的

なタールカルデラ縁の形状は，Torres et al. (1995), Lowry et al. (2001) を参照し，ArcGIS 上のベ

ースマップ地形図上で編集し作成した （図 8）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7．リンジャニ・サマラスカルデラ縁の形状 

Fig. 7. Shape of the Tambora caldera rim. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 8．タールカルデラ縁の形状 

Fig. 8. Shape of the Taal caldera rim. 
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3-6. 阿蘇 (VEI=7) 

九州北部の阿蘇火山では，約 89 ka に阿蘇 4 (Aso-4) 火砕流，約 123 ka に阿蘇 3 (Aso-3) 火

砕流，約 141 ka に阿蘇 2 (Aso-2) 火砕流，約 266 ka に阿蘇 1 (Aso-1) 火砕流が発生し，これら

4 回の大規模噴火により，現在では 28 km × 22 km のカルデラが形成されている (小野ほか，

1977; 松本ほか, 1991; 松本, 1996)．カルデラ北部のいくつかの湾曲した部分は，カルデラ形成

時の地すべり等で，地形的に拡大した可能性がある．約 89 ka の阿蘇 4 火砕流は，最大で給源か

ら 160km 以上の距離まで火砕流が到達し，九州北部と山口西部地域に渡り，広く火砕流堆積物が

分布している （小野・渡辺, 1985； 町田・新井, 2003; 宝田・星住, 2016）．阿蘇 4 噴火に伴う降下

テフラは，広く日本や周辺海域に分布しており，日本全域の鍵層となっている （町田ほか, 1985; 

Aoki, 2008; 町田・新井, 2003）. 阿蘇 4 噴火の噴出量は全体で 600 km3 以上，阿蘇 3 噴火の噴

出量は 150 km3 以上（VEI=7; 町田・新井, 2003），阿蘇 2 噴火の噴出量は 25 km3 以上 (VEI=6; 

渡辺, 2001)，阿蘇 1 噴火の噴出量は 30 km3 以上 (VEI=6; 渡辺, 2001) と見積もられている．地

形的な阿蘇カルデラ縁の形状は，20 万分の 1 地質図幅「熊本」 （星住ほか, 2004），「大分（第 2

版）」 （星住ほか, 2015），阿蘇火山地質図 (小野・渡辺, 1985) を参照し，ArcGIS 上のベースマッ

プ地形図上で編集し作成した（図9）．西側のカルデラ縁は，侵食により失われている．東側は根子

岳の存在により地形的に高くなっており，カルデラ縁が不明瞭になっている可能性がある． 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 9．阿蘇カルデラ縁の形状 

Fig. 9. Shape of the Aso caldera rim. 

 

3-7. 姶良 (VEI=7) 

九州南部の姶良火山では，約 30 cal ka (Smith et al., 2013) に大隅降下軽石，妻屋火砕流，入

戸火砕流が発生し，27 km × 21 km のカルデラが形成された (Aramaki, 1984). この噴火により，

九州南部地域に広く入戸火砕流堆積物が分布している （横山, 1970; Aramaki, 1984; 町田・新 

井, 2003; 長岡ほか, 2001）．噴火に伴う降下テフラ (姶良 Tn テフラ) は，本州以南や周辺海域に

広くに分布しており，国内のよい鍵層となっている （町田・新井, 2003; 長岡ほか, 2001; Smith et 

al., 2013; 河合・三宅, 1999）. この噴火の噴出量は，全体で 450 km3 以上と見積もられている 

（VEI=7; 町田・新井, 2003）．最近では，火砕流堆積物の分布・層厚のより詳細な復元により，火砕
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流堆積物だけで，500〜600 km3  (宝田ほか, 2017) という推定値が得られている．地形的な姶良

カルデラ縁の形状は，20 万分の 1 地質図幅「鹿児島」 （宇都ほか, 1997）を参照し，ArcGIS 上の

ベースマップ地形図上で編集し作成した （図 10）．カルデラの南西部は桜島に覆われているため，

ここでは表現していない． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 10．姶良カルデラ縁の形状 

Fig. 10. Shape of the Aira caldera rim. 

 

3-8．鬼界 (VEI=7) 

九州南方海域の鬼界火山では，約 95 ka に長瀬火砕流，約 7.3 cal ka (福沢, 1995; Smith 

et al. 2013) に幸屋 (竹島) 火砕流 (Maeno and Taniguchi, 2007, 2009; 町田・新井, 2003) が

発生しており (Nagaoka, 1988a; 長岡, 1988b; 小野ほか, 1982; Maeno and Taniguchi, 2007, 

2009; 宇井， 1973; 町田・新井, 2003)，現在では 23 km × 16 km 及び 16 km × 13 km の

重なった 2 つのカルデラがみられる (図 11; 川辺ほか, 2004; 斎藤ほか，2007)．カルデラの北

東端に竹島が，北西端に薩摩硫黄島がある．幸屋火砕流堆積物は，九州南部，種子島，屋久

島，竹島，薩摩硫黄島等に分布している （Maeno and Taniguchi, 2007, 2009; 宇井, 1973; Ui 

et al., 1989; 下司, 2009; 町田・新井, 2003）. 約 7.3 cal ka の噴火に伴う降下テフラ (鬼界-ア

カホヤテフラ) は，西日本・中部地域や周辺海域に広く分布している （町田・新井, 1978, 2003）. 

この噴火の噴出量は，幸屋火砕流堆積物が 30-40 km3 (Maeno and Taniguchi, 2007), 鬼界-ア

カホヤテフラが約 100 km3 以上 （町田・新井, 1978, 2003），全体で 130〜140 km3 以上と見積も

られている （VEI=7）．Tatsumi et al. (2018) は，全体の噴出量を DRE で 500 km3 としている．95 

ka の噴火の噴出量は，全体で 150 km3 以上と見積もられている （町田・新井，2003）．Tatsumi 

et al. (2018) は，潜水船や音波探査，ドレッジによる調査で，カルデラの中央部に 32 km3 の巨

大流紋岩ドームが存在することを示した．地形的な鬼界カルデラ縁の形状は，Tatsumi et al. 

(2018) の音波探査データ ，20 万分の 1 地質図幅 「開聞岳及び黒島の一部」 （川辺ほか, 

2004） や 「屋久島」 （斎藤ほか，2007） を参照し，編集の上作成した （図 11）．2 重カルデラ

のうち，内側のカルデラ壁の方が比較的よく地形が保存されている (Tatsumi et al., 2018) こと
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から，外側のカルデラは，95 ka の長瀬火砕流を伴う噴火で，内側のカルデラは，7.3 cal ka の幸

屋火砕流を伴う噴火で形成された可能性が考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 11．鬼界カルデラ縁の形状. 地形図は地理院地図 WMTS 版を利用． 

Fig. 11. Shape of the Kikai caldera rim. The Geospatial Information Authority of Japan (GSI) Tile Map is used as 

base map. 

 

3-9. 阿多 (VEI=7) 

九州南部の阿多火山では，約 108 ka (松本・宇井，1997) に阿多火砕流が発生し，20 km × 

16 km のカルデラが形成された (宇井ほか, 1983)．阿多火砕流堆積物は，広く九州南部地域に分

布している （Aramaki and Ui, 1966; 荒牧・宇井，1965; Suzuki and Ui, 1983; 町田・新井, 2003）. 

噴火に伴う降下テフラ (阿多テフラ) は，西日本や周辺海域に広く分布している （Nagaoka, 1988; 

町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，全体で 250〜300 km3 以上と見積もられている （VEI=7; 

町田・新井, 2003）．カルデラの位置については，より南部の地形的なカルデラであるという説 

(Matsumoto, 1943) もあったが，阿多火砕流の流動方向や構造探査などから，北側のカルデラが

給源であると考えられている （宇井ほか, 1983; 早坂, 1982; 川辺ほか，2004）．地形的な阿多カ

ルデラ縁の形状は，重力異常や構造探査結果を基に描かれた宇井ほか (1983)，早坂 （1982）を

参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 12）． 

 

3-10．洞爺 (VEI=7) 

北海道南西部の洞爺火山では，約 106 ka (白井, 1997; Matsu’ura, 2014) に洞爺火砕流が発

生し，19 km × 17 km のカルデラが形成された (Goto et al., 2018)．洞爺火砕流堆積物は，カル

デラ周辺地域に広く分布している （Goto et al., 2018; 町田・新井, 2003; 石田ほか, 1980, 1983, 

1991）. 噴火に伴う降下テフラ (洞爺テフラ; Toya) は，北海道全域，東北地方北部に広く分布し

ている （町田ほか, 1987; 町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，火砕流堆積物が 20 km3 以

上ないし 36.8 km3 以上，降下テフラが 150km3 以上と見積もられている （VEI=7; 石川ほか, 1969; 

町田ほか, 1987; Goto et al., 2018）．最近では，火砕流堆積物の分布・層厚のより詳細な復元によ

り，火砕流堆積物だけで，80〜160 km3  (宝田ほか, 2018) という推定値が得られている．最近で
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は，Goto and Danhara (2018) が，CSAMT 法 (信号源制御地磁気電流法) による浅所の構造探

査を行っている．洞爺カルデラ縁の形状は，Goto et al. (2018), Goto and Danhara (2018)，20 万分

の 1 地質図幅「室蘭」（石田ほか, 1983）を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作

成した （図 13）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12．阿多カルデラ縁の形状 

Fig. 12. Shape of the Ata caldera rim. 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
図 13．洞爺カルデラ縁の形状 

Fig. 13. Shape of the Toya caldera rim. 
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3-11．支笏 (VEI=7) 

北海道南西部の支笏火山では，約 46 cal ka (Uesawa et al.，2016) に支笏火砕流が発生し，22 

km × 18 km のカルデラが形成された (中川ほか, 2018)．支笏火砕流堆積物は，周辺地域に広く

分布している （中川ほか, 2018; 山縣, 1994; 町田・新井, 2003; 石田ほか, 1980, 1991; 佐藤ほ

か, 1972）. 噴火に伴う降下テフラ (支笏第 1 テフラ; Spfa-1) は，北海道及び周辺海域に広く分布

している （山縣, 1994; 町田・新井, 2003）. この噴火の噴出量は，全体で約 300 km3 と見積もられ

ている （VEI=7; Machida 1999; 町田・新井, 2003）．最近，より詳細な火砕流堆積物の分布見積り

により，火砕流堆積物の体積は 150 km3, 降下テフラの体積は 200〜240 km3 という推定結果が得

られている （山元, 2016）. 支笏カルデラ縁の形状は，中川ほか (2018) や 20 万分の 1 地質図幅

「札幌」（石田ほか，1980）を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 14）．

南部〜南東部のカルデラ縁は，樽前山により覆われており不明瞭であるが，推定の上示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 14．支笏カルデラ縁の形状 

Fig. 14. Shape of the Toya caldera rim. 

 

3-12．阿寒 (VEI=7) 

北海道東部の阿寒火山では，合計 17 回の大規模噴火が発生し，39 km × 19 km のカルデラ

が形成された (長谷川・中川, 2007)．これらの噴火による阿寒火砕堆積物 (AK1〜17) は，北海道

東部地域に広く分布している （長谷川・中川, 2007; 長谷川ほか, 2008, 2011）. 噴火に伴う降下

テフラも，北海道中部・東部に広く分布している （奥村, 1991; Machida, 1999; 町田・新井, 2003）. 

各噴出物の噴出量 (DRE 換算値) は，Ak1 が 7.4 km3，Ak2 が 56.3 km3, Ak3 が 2.6 km3, Ak4 が

20.8 km3, Ak5 が 2.5 km3, Ak6 が 0.9 km3, Ak7 が 14.0 km3, Ak10 が 8.4 km3, Ak12 が 2.4 km3, 

Ak13 が 17.3 km3, Ak14 が 2.9 km3, Ak15 が 1.9 km3, Ak16 が 5.7 km3, Ak17 が 8.5 km3 と見積も

られている (長谷川ほか, 2011). 噴火年代は，Ak3 から 0.51±0.06 Ma (長谷川ほか, 2008)，Ak6

から 0.76±0.24 Ma (石井, 2009), Ak14 から 1.3±0.4 Ma (松井・松澤, 1985; テフラ群に挟まれる

十勝火砕流起源の HR-5 の年代)及び 1.46±0.13 Ma (佐川ほか，1984; テフラ群に挟まれる十勝

火砕流起源の HR-6 の年代) の K-Ar 年代値が得られている．阿寒カルデラ縁の形状は，長谷

川・中川 (2007)，長谷川ほか (2011)を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成

した （図 15）．西側や南側のカルデラ縁は不明瞭である．侵食で失われたのか，何度も大規模噴
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火が起こったために複雑な形状になっているのか，西側は元々陥没しなかったのか，詳細は不明

である． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15．阿寒カルデラ縁の形状 

Fig. 15. Shape of the Akan caldera rim. 

 

3-13．屈斜路 (VEI=7) 

北海道東部の屈斜路火山では，屈斜路火砕流 I (Kp I; 約 40 cal ka; 山元ほか, 2010)，屈斜路

火砕流 II/III (Kp II/III; 約 90 ka)，屈斜路火砕流 IV (Kp IV; 約 120 ka)，屈斜路火砕流 V (Kp V), 

屈斜路火砕流 VI (Kp VI), 屈斜路火砕流 VII (Kp VII), 屈斜路火砕流 VIII (Kp VIII; 210±180 

ka)，古梅火砕流 （FWT; 400±100 ka） が発生し，32 km × 27 km のカルデラが形成された (勝

井・佐藤, 1963; Hasegawa et al. 2012, 2016)．これらの火砕流堆積物は，北海道東部地域に広く

分布している （勝井・佐藤, 1963; Hasegawa et al. 2012, 2016; 町田・新井, 2003; 佐藤ほか, 1970, 

1971, 1976; 佐藤・三梨, 1970; 山口, 1970; 佐藤・山口, 1984）. 特に，Kp I 噴火に伴う降下テ

フラ (屈斜路庶路テフラ; Kc-Sr) や Kp IV に伴う降下テフラ (屈斜路羽幌テフラ; Kc-Hb) は，北

海道東部及び東方の海域に広く分布している （奥村, 1991; Machida, 1999; 町田・新井, 2003）. 

Kp I 噴火の噴出量は，全体で 100 km3 (町田・新井, 2003)，120 km3 （Hasegawa et al., 2016） と

見積もられている （VEI=7）．Kp II 噴火は全体で 25 km3, Kp IV 噴火は 175 km3, Kp V 噴火は 38 

km3, Kp VI 噴火は 75 km3，Kp VII 噴火は 13 km3, Kp VIII 噴火は 38 km3，FWT 噴火は 50 km3 と

見積もられている (Hasegawa et al., 2016)．最近，火砕流堆積物の分布・層厚の詳細な復元により，

Kp I 火砕流堆積物だけで 95〜180 km3，Kp IV 火砕流堆積物だけで 320〜660 km3 の推定値が得

られている （宝田ほか, 2018）．屈斜路カルデラ縁の形状は，Hasegawa et al. (2012, 2016)，20 万

分の 1 地質図幅「斜里」（佐藤ほか，1970） を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集

し作成した （図 16）．南東側のカルデラ縁は摩周火山噴出物に覆われており，その位置は不明瞭

であるため示していない． 
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図 16．屈斜路カルデラ縁の形状 

Fig. 16. Shape of the Kutcharo caldera rim. 

 

3-14．クラカタウ (VEI=6) 

インドネシアのスンダ海峡に位置するクラカタウ火山では，西暦 1883 年の噴火で火砕流が発生

し，7.8 km × 4 km のカルデラが形成された (Verbeek, 1884, 1885; Self, 1992; Self and Rampino, 

1981)．火砕流は，島嶼部や対岸のスマトラ島やジャワ島の海岸沿いに到達している （Verbeek, 

1884, 1885; Simkin and Fiske, 1983; Francis, 1985; Carey et al., 1996）．噴火に伴う降下テフラは，

北西，南西方向に広がり，スマトラ島南東部やジャワ島西部などに広く分布している（Verbeek, 

1885; Fiske and Simkin, 1983）. この噴火では，火砕流により 2,000 人，降下テフラにより 34,417

人，合計約 36,417 人が犠牲となっている （Takarada et al., 2016; Siebert et al., 2010）. 2018 年

12 月 22 日の噴火では，アナクラカタウの南西部が崩壊し，津波の発生により 370 人以上の犠牲

者が出ている．1883 年噴火の噴出量は，18 km3 (Verbeek, 1884, 1885), 18〜21 km3 (Self and 

Rampino, 1981) と見積もられている （VEI=6）．1883 年噴火によるクラカタウカルデラ縁の形状は，

海底地形図を参考に描かれた Self (1992)，Self and Rampino (1981) を参照し，ArcGIS 上のベー

スマップ地形図上で編集し作成した （図 17）． 

 

3-15．バツール (VEI=6) 

インドネシアバリ島のバツール火山では，約 29 ka にデイサイト質の Ubud 火砕流，約 20 ka に

安山岩〜デイサイト質の Gunungkawi 火砕流が発生し，12 km × 10 km のカルデラが形成された 

(Reubi and Nicholls, 2004, 2005; Sutawidjaja, 2009; Sutawidjaja et al., 2015; Wheller and Varne, 

1986). 約 29 ka の噴火による Ubud 火砕流堆積物の体積は，約 84 km3 (Sutawidjaja, 2009)，約 20 

ka の噴火による Gunungkawi 火砕流堆積物の体積は，約 19 km3 (Sutawidjaja et al., 2015) と推定

されている．このカルデラでは，約 5.5 ka に Blingkang 火砕流が発生している (Sutawidjaja, 2009)．
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バツールカルデラ縁の形状は，Reubi and Nicholls (2004, 2005)，Sutawidjaja et al. (2015)を参照し，

ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 18）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 17．クラカタウカルデラ縁の形状 

Fig. 17. Shape of the Krakatau caldera rim. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 18．バツールカルデラ縁の形状 

Fig. 18. Shape of the Batur caldera rim. 
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3-16．ピナツボ (VEI=6) 

フィリピンルソン島のピナツボ火山では，西暦 1991 年 6 月 15 日の噴火で火砕流が発生し，山頂

部に, 3.0 km × 2.6 km のカルデラが形成された (Wolfe and Hoblitt, 1996; Catane et al. 2005)． 

火砕流堆積物は，火山体周辺に広く分布している (Scott et al., 1996; Torres et al., 1996)． また，

ピナツボ火山では，約 81 ka にもカルデラ形成を伴う噴火が発生している (Ku et al., 2008). 噴火

に伴う降下テフラがルソン島中央部や周辺海域に広く分布している （Wolfe and Hoblitt, 1996; 

Paladio-Melosantos et al., 1996; Koyaguchi and Tokuno, 1993; Koyaguchi, 1996）. この噴火の噴

出量は，火砕流堆積物が 5.5±0.5 km3 （Scott et al., 1996）, 降下テフラが 3.4〜4.8 km3 (Paladio-

Melosantos et al., 1996), 4.4〜25 km3 (Koyaguchi et al, 1996) と見積もられており，全体では >10 

km3 であったと考えられる （VEI=6）．ピナツボカルデラ縁の形状は，Wolfe and Hoblitt (1996)，

Scott et al. （1996），Torres et al. (1996) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し

作成した （図 19）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 19．ピナツボカルデラ縁の形状 

Fig. 19. Shape of the Pinatubo caldera rim. 

 

3-17．ラバウル (VEI=6) 

パプアニューギニアのニューブリテン島に位置するラバウル火山では，西暦 681〜684 年頃の噴

火でラバウル火砕流が発生し，15 km × 10 km のカルデラが形成された (McKee et al., 2015)．火

砕流堆積物は，火山周辺に分布している （Heming, 1974; Nairn et al., 1995; McKee et al., 1985; 

Walker et al., 1981）．噴火に伴う降下テフラは，ニューブリテン島北部に広く分布している 

（Walker, 1981）. この噴火の噴出量は，11 km3 以上 (Walker et al., 1981) と見積もられている 

（VEI=6）．ラバウルカルデラ縁の形状は，Nairn et al. (1995); McKee et al. (1985); Heming (1974); 

Walker et al. (1981) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 20）． 

 

3-18．ロングアイランド (VEI=6) 

パプアニューギニアのニューギニア島東方沖のロングアイランド火山では，西暦 1660 年頃 

(1651-1671 年) に火砕流が発生し，山頂部に，13 km × 10 km のカルデラが形成された (Blong 
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et al., 2017)．噴火に伴う降下テフラ (Tabito テフラ) が西南西方向に広がり，ニューギニア島東部

に分布している （Blong et al., 2017; Pain et al., 1981）. この噴火の噴出量は，全体で 10 km3 以

上と見積もられている（VEI=6; Blong et al., 2017）．ロングアイランドカルデラ縁の形状は，Pain et 

al. (1981) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 21）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 20．ラバウルカルデラ縁の形状 

Fig. 20. Shape of the Pinatubo caldera rim. 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 21．ロングアイランドカルデラ縁の形状 

Fig. 21. Shape of the Long Island caldera rim. 
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3-19．ダカタウア (VEI=6) 

パプアニューギニアのニューブリテン島の Willaumez 半島北端のダカタウア火山では，約 1.4 ka に

火砕流が発生し，12 km × 9 km のカルデラが形成されている (McKee et al., 2011; Machida et 

al., 1996)．噴火に伴う降下テフラ (ダカタウアテフラ; Dk) が，ニューブリテン島中央部からビスマ

ルク海域に分布している （Machida et al., 1996; McKee et al., 2011）. この噴火の噴出量は，全体

で約 10 km3 と見積もられている（VEI=6; Machida et al., 1996）．噴火年代は，1,383±28 yBP の
14C 年代値が得られており，暦年補正値で，西暦 635〜670 年頃と考えられる (McKee et al., 2011)．

ダカタウアカルデラは，約 1,270〜1,350 yBP に大規模な山体崩壊を起こしており，北東の海底域

に約 75km3 の岩屑なだれ堆積物が分布している (Silver et al., 2009; Newhall and Dzurisin, 1988; 

Neall et al., 2008)．ダカタウアカルデラ縁の形状は，McKee et al. (2011), Machida et al. (1996) を

参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 22）．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 22．ダカタウアカルデラ縁の形状 

Fig. 22. Shape of the Dakataua caldera rim. 

 

3-20．ウィトリ (VEI=6) 

パプアニューギニアニューブリテン島中央部のウィトリ (パゴ) 火山では，約 3.3 ka に火砕流が

発生し，8.8 km × 6.2 km のカルデラが形成されている (Machida et al., 1996; McKee et al., 

2011)．噴火に伴う降下テフラ (ウィトリ-キンベ 2 テフラ; W-K2) が火山周辺域や西部に広がり，

ニューブリテン島中央部から西部に分布している （Machida et al., 1996; McKee et al., 2011）. こ

の噴火の噴出量は，全体で約 30 km3 と見積もられている（VEI=6; Machida et al., 1996）．ウィトリ

カルデラでは，さらに，ウィトリ-キンベ 1 (W-K1; 約 5.6 ka; 10 km3)，ウィトリ-キンベ 3 (W-K3; 約

1.8 ka; 6〜10 km3), ウィトリ-キンベ 4 (W-K4; 約 1.3 ka; 6〜10 km3), ウィトリ-ガリロ (W-G; 約

1.2 ka; 20 km3), ウィトリ-ホスキンス 1 (W-H3; 約 0.5 ka; 2 km3), ウィトリ-ホスキンス 4 (W-H4; 約

0.4 ka; 2 km3), ウィトリ-ホスキンス 5 (W-H5; 約 0.25 ka; 2 km3), ウィトリ-ホスキンス 5 (W-H5; 約

0.15 ka; 2 km3) の噴火による降下テフラが確認されている (McKee et al., 2011; Machida et al., 

1996)．ウィトリカルデラ縁の形状は，McKee et al. (2011), Bleeker and Parfitt (1974) を参照し，

ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 23）．南部のカルデラ縁は，不明瞭で
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あるが，侵食により失われたのか，中央部のパゴ火山の噴出物で覆われているのか，もともと非対

称に陥没したのかは不明である． 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23．ウィトリカルデラ縁の形状 

Fig. 23. Shape of the Witori caldera rim. 

 

3-21．ビリーミッチェル (VEI=6) 

パプアニューギニアブーゲンビル島のビリーミッチェル火山では，西暦 1580 年に火砕流が発生

し，山頂部に 3.0 km × 2.1 km のカルデラが形成された（Wadge et al., 2018）．噴火に伴う降下

テフラがブーゲンビル島及び周辺海域に分布している. この噴火の噴出量は，全体で約 13.5 

km3 と見積もられている（VEI=6; Wadge et al., 2018）．噴火年代は，370±19 ka の 14C 年代値が

得られている (Rogerson et al., 1989)．この噴火による降下テフラは，グリーンランドでも見つかっ

ており （White et al., 1997; Zielinski et al., 1994），全地球的な気温低下を起こしたと考えられて

いる （Briffa et al., 1998; Hantemirov et al., 2004）．また，937±19 ka にも，7 km3 の噴火が発生

している．ビリーミッチェルカルデラ縁の形状は，Wadge et al. (2018) を参照し，ArcGIS 上のベー

スマップ地形図上で編集し作成した （図 24）． 

 

3-22．ウルルン (VEI=6) 

韓国東方沖のウルルン火山では，約 10 cal ka の噴火で火砕流が発生し，山頂部に 4.4 km × 

4.0 km のカルデラが形成された（町田ほか，1984）．噴火に伴うアルカリ岩質の降下テフラ (ウル

ルン-隠岐テフラ; U-Oki) は，日本海や近畿，中部地方に分布している (町田・新井, 2003; 町

田ほか，1984; Machida and Arai, 1983; Lim et al., 2014; Machida, 1999; 新井ほか, 1981; Park 

et al. 2007）. 本噴火の噴出量は，全体で約10 km3以上と見積もられている (VEI=6; 町田・新井, 

2003)．ウルルン火山では，ウルルン-大和 (U-Ym)，ウルルン-第 7 (U-7), ウルルン-第 6 (U-6), 

ウルルン-第 5 (U-5), ウルルン-第 4 (U-4), ウルルン-第 3 (U-3), ウルルン-第 1 (U-1) の噴火

が発生している．特に，ウルルン-大和は広域に分布している．噴火年代は，水月湖の年縞同定，

年縞計数等から，10,177-10,255 cal BP （Smith et al., 2013) と考えられている．ウルルンカルデ
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ラ縁の形状は，町田ほか (1984), 町田・新井 (2003) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形

図上で編集し作成した （図 25）．カルデラの北縁の一部は，侵食により失われている． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24．ビリーミッチェルカルデラ縁の形状 

Fig. 24. Shape of the Billey Michel caldera rim. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25．ウルルンカルデラ縁の形状 

Fig. 25. Shape of the Ulleung caldera rim. 
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3-23．十和田 (VEI=6) 

東北地方北部の十和田火山では，約 75 ka に奥瀬火砕流，約 32 cal ka に大不動火砕流，約

15.5 cal ka (Horiuchi et al., 2007) に十和田八戸火砕流が発生し，17 km × 15 km のカルデラが

形成された （早川, 1983; Hayakawa, 1985; 町田・新井, 2003; 工藤, 2005）．これらの火砕流堆積

物は火山体周辺に広く分布している．噴火に伴う降下テフラが東北北部地域に広く分布している 

（早川, 1983; Hayakawa, 1985; 町田・新井, 2003; 工藤, 2005）. この十和田八戸噴火の噴出量

は，全体で 56 km3 （Hayakawa, 1985） と見積もられている （VEI=6）．最近では，火砕流堆積物の

分布・層厚のより詳細な復元により，火砕流堆積物だけで，27〜56 km3 (DRE 換算で 13〜27 km3; 

宝田ほか, 2017) という推定値が得られている．十和田カルデラ縁の形状は，村岡ほか (1991)，宝

田・村岡 (2004), 工藤 (2005) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した 

（図 26）． 南東部のカルデラ縁は，15.5 cal ka の十和田-八戸噴火で形成された火口湖の決壊に

より発生した大規模なラハールイベントで侵食され，失われたと考えられている (Kataoka, 2011). 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26．十和田カルデラ縁の形状 

Fig. 26. Shape of the Towada caldera rim. 

 

3-24．濁川 (VEI=6) 

北海道南西部の濁川火山では，約 14.6 cal ka に濁川火砕流が発生し，6 km × 4.5 km のカル

デラが形成された （黒墨・土井, 2003; 柳井ほか，1992; 安藤, 1983）．火砕流堆積物は火山体周

辺に分布しており，下位には，火砕サージ堆積物や降下堆積物がみられる (柳井ほか，1992; 名

越, 1994)．噴火に伴う降下テフラが東方向に広く分布している (黒墨・土井, 2003; 青木・大串, 

2006; 町田・新井, 2003)．この噴火の噴出量は，柳井ほか (1992) は，降下テフラの体積が 8.7 

km3，陸上部分の火砕流堆積物が 2.2km3，合計約 10.9 km3 と見積もっている．海底に流入した火

砕流堆積物の噴出量は不明であるが，総噴出量は，10〜15 km3 程度であると考えられる (VEI=6)． 

多数のボーリング調査などから，濁川カルデラは，地下では，地表に向かって開く多角形のじょうご

型を示し，地表では直径 3 km の五角形で，海抜-1,000m 以深では，直径 0.7 km で垂直のカル

デラ壁を持つことが明らかになっている (黒墨・土井, 2003)．また，基盤岩の約７0 vol% 以上が本

質物質と共にカルデラ外に放出され，30 vol% 以下がカルデラ内にフォールバックし，カルデラか

ら噴出した本質物質量は約 4 km3 (DRE) 以上と推定されている (黒墨・土井, 2003)．噴火年代は，
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14C 年代値として，12,090±190 yBP と 12,270±190 yBP の値が得られている (柳井ほか, 1992)．

下北半島沖の海底コア中の濁川テフラ層の上下の浮遊性有孔虫の 14C 年代値から，14.6 cal ka

の値が報告されている (青木・大串, 2006)． 濁川カルデラ縁の形状は，黒墨・土井 (2003), 安藤 

(1983) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成した （図 27）．カルデラ縁の北

東部と南部は，侵食により失われている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27．濁川カルデラ縁の形状 

Fig. 27. Shape of the Nigorikawa caldera rim. 

 

3-25．摩周 (VEI=6) 

北海道東部の摩周火山では，約 7.5 cal ka に，摩周降下火山灰 j (Ma-j; 0.7 km3), 摩周降下軽

石 i (Ma-i; 4.0 km3)， 摩周降下軽石 h (Ma-h; 1.0 km3), 摩周降下軽石 g (Ma-g; 3.2 km3), 摩周

火砕流 (Ma-f; 9.7 km3) を噴出し，山頂部に摩周カルデラ (10 km × 7.5 km) が形成された（岸

本ほか，2009; 勝井・佐藤, 1963; Katsui et al., 1975）．また，カルデラ形成前には，約 14 cal ka に

火砕流を伴う摩周火砕噴火 l (Ma-l; 6.6 km3)，約 12 cal ka には摩周降下火山灰 k (Ma-k)が発生

している (岸本ほか, 2009; 勝井・佐藤, 1963)．摩周火山では，屈斜路火砕流 I (約 40 cal ka) の

あと，Ma-l の噴火までに，上部中春別テフラ r (Nu-r; 14 kｍ3)，上部中春別テフラ p (Nu-p; 7.4 

km3)，上部中春別テフラ n (Nu-n; 6.4 km3)，茶内テフラ a (Ch-a; 5.4 km3)など合計 40 回以上の噴

火があった (長谷川ほか, 2009)．摩周カルデラ形成後は，約 5.5 cal ka に摩周火砕堆積物 e (Ma-

e; 0.27 km3)，摩周降下火山灰 e’ (Ma-e’; 0.01 km3)，約 4.0 cal ka に摩周火砕堆積物 d (Ma-d; 

0.32 km3)，約 1.6〜1.8 cal ka に摩周降下火山灰 c (Ma-c; 0.50 km3)，約 0.9 cal ka に摩周降下火

砕堆積物 b (Ma-b; 4.6 km3) の中央火口丘形成期の噴火があった (岸本ほか, 2009)．摩周カル

デラ縁の形状は，Katsui et al. (1975) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上で編集し作成

した （図 28）．  

 

3-26．萌消 (VEI=6) 

北方四島択捉島の萌消 (L’vinaya Past) 火山では， 約 11 cal ka に火砕流が発生し，12 km 

× 10 km のカルデラが形成されている (図 26; 中川ほか, 2013; Smirnov et al., 2017; Gorshkov, 
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1970; Bazanova et al., 2016)．この噴火に伴う降下テフラが北東方向に広がり，択捉島に分布して

いる （中川ほか, 2013）. この噴火の噴出量は，全体で 70〜80 km3 と見積もられている （VEI=6;  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28．摩周カルデラ縁の形状 

Fig. 28. Shape of the Mashu caldera rim. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29．萌消カルデラ縁の形状 

Fig. 29. Shape of the Moekeshi caldera rim. 
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Smirnov et al., 2017）．噴火年代は，直下の土壌の 14C 年代測定から，10,210 cal BP, 11,970 cal 

BP の年代値が得られており （中川ほか，2013），約 11 cal ka と考えられる．一方，Smirnov et al.   

(2017) は，12,300 年前と 13,000 年前に少なくとも 2 回の噴火があったとしている．萌消カルデラ縁

の形状は，Smirnov et al. (2017)，Gorshkov (1970) を参照し，ArcGIS 上のベースマップ地形図上

で編集し作成した （図 29）． カルデラ縁の北西部は海中に没している．噴火時にマグマ水蒸気

噴火等があったのか，一部マール状の地形になっているのか，詳細は不明である． 

 

4．GIS データ 

本研究資料集には，火山ごとのカルデラの形状・分布の GIS データが登録されている．

GIS データには，別添のエクセル表に示した各火山の詳細情報（カルデラ名，イベント名，

噴火年代，VEI, GIS 表示用の情報，地域，カルデラに関する文献情報，年代の文献情報，

噴出量の文献情報）が，英語と日本語で埋め込まれている．カルデラに関する文献情報では，

カルデラの形状をトレースする際に参考にした文献の他，そのカルデラ火山の地質や噴火

履歴，研究内容などの文献が示されている．GIS ソフト上で各ラインの情報表示を行うこ

とで，各火砕流堆積物の詳細情報を表示することができる．日本語の文字コードは UTF-8
を使用している．座標系は WGS1984 (EPSG 4326) を与えている．拡張子ごとの各ファイ

ルの内容を表 2 に示した．GIS データとエクセル表中の R, G, B は，カルデラの RGB 値

（赤色）を示している． 
  

表 2. 拡張子とファイル内容 
Table 2. Explanation of file extensions  

 
拡張子 説明 

.shp カルデラ分布図の本体となるファイル 

.shx カルデラ分布図に関するインデックス情報を格納するファイル 

.prj 
座標系情報を格納するファイル 

.qpj 

.dbf カルデラの属性情報を格納するテーブルファイル 

.cpg 文字コードの識別コードページ指定ファイル 

 

 

5．引用・免責事項 

本 GIS データを出版物や Web サイト等で利用される場合は，適切な引用をお願いしま

す．引用例やライセンス，免責事項については以下を参照してください． 
 
引用例：宝田晋治 (2019) 東・東南アジア地域の大規模カルデラの形状 -G-EVER アジア

太平洋地域地震火山ハザード情報システムデータ 5/7 -．産総研地質調査総合センター研究

資料集. no. 685. 産総研地質調査総合センター, p. 1-33.  
 

ライセンス: 政府標準利用規約（第 2.0 版）(https://www.gsj.jp/license/) が適用されます． 
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免責: 産業技術総合研究所地質調査総合センターは，本データの利用によって生じたいかな

る損害にも責任を負いかねます．あくまでも，利用者の自己責任においてご利用下さい． 
 
連絡先: 産業技術総合研究所活断層・火山研究部門 宝田晋治 (s-takarada@aist.go.jp) 
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